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研究成果の概要（和文）：ラットをベースライン群、対照群（通常飼育）、A群（0.62%コーヒー粉末配合食摂取
群）およびB群（1.36%コーヒー粉末配合食摂取群）の４群にわけて、抗加齢作用を検討した。対照群の血清酸化
ストレス度は、ベースライン時と比べて、有意に高い値を示した。血清抗酸化度は、ベースライン時と比べて、
B群のみ有意に高い値を示した。セメント・エナメル境から歯槽骨頂までの距離について、対照群の値はベース
ライン時よりも有意に大きい値を示し、B群の値は対照群と比べて有意に小さかった。
　1.36%コーヒー粉末配合食の摂取は、血清抗酸化度を増加させ、加齢による血清酸化ストレスの増加を低減
し、歯槽骨の退行性変化を抑えた。

研究成果の概要（英文）：Rats are divided into 4 groups: baseline group, control group (normal 
breeding), group A (0.62% coffee powder-containing diet intake group) and B group (1.36% coffee 
powder-containing diet intake group), and their anti-aging effect investigated. The degree of 
oxidative stress in the control group serum was significantly higher than that at baseline. The 
degree of serum antioxidants was significantly higher in Group B alone compared to baseline. As for 
the distance from the cement-enamel junction to the alveolar bone crest, the values in the control 
group showed significantly higher values than at the baseline, and the values in group B were 
significantly smaller compared to the control group.
The intake of a 1.36% coffee powder-containing diet increased serum antioxidant levels, reduced the 
increase in serum oxidative stress with aging, and reduced the degenerative changes of alveolar 
bone.

研究分野：予防歯科学分野
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
コーヒー粉末配合食の摂取は、血清の抗酸化度を増加させ、加齢による血清や歯周組織の酸化ストレスの増加を
低減し、歯槽骨の退行性変化を抑えた。急速な高齢化が進んでいる我が国では、高齢者の人達の肉体的・精神的
健康を維持し、個人としても社会においても生産的な老後を送ること（productive aging）を可能にすること
が、喫緊の課題である。口腔の抗加齢を目的とした本研究は、productive agingな社会を形成するために必須で
あり、そこに本研究の意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、“加齢という生物学的プロセスに介入を行い、健康長寿をめざす医学（抗加齢医学）”
が発達してきている。そのような中、生命科学の進歩によって、生体の加齢変化の原因の一つ
が酸化ストレスであることが分かってきた。そのため、酸化ストレスを消去する抗酸化物質の
抗加齢作用を検証した国内外の研究が、医科の領域では多くなされている。しかし、歯科の領
域では、抗酸化物質の抗加齢作用を対象にした研究は少ない。 
コーヒー摂取頻度が高い者は歯周状態が良好であることを示唆した疫学研究に着目した。コ
ーヒーには有効成分としてクロロゲン酸という抗酸化物質が含まれており、そのクロロゲン酸
が歯周組織に有益な効果をもたらす可能性がある。また、クロロゲン酸の摂取ならば臨床に還
元することも容易である。 
以上のことから、「コーヒー（クロロゲン酸）の摂取は歯周組織の抗加齢に適しているかもしれ
ない」との着想に至る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、コーヒー（クロロゲン酸）摂取による歯周組織の抗加齢作用を、組織学的・
生化学的に検討することであった。 
 
３．研究の方法 
（１）実験デザイン 
 8 週齢の Fischer344 系雄性ラット 32 匹を以下の 4群に分けた。 
 
ベースライン群：直ちに屠殺。 
対照群：標準食を与え、12週間飼育した。 
Ａ群（0.62%コーヒー粉末配合食摂取群）：0.62%コーヒー粉末配合食を与え、12週間飼育した。 
Ｂ群（1.36%コーヒー粉末配合食摂取群）：1.36%コーヒー粉末配合食を与え、12週間飼育した。 
 
 動物の管理は、岡山大学大学院医歯薬学総合研究科動物実験施設の指針に従って行い、管理
人の助言を適時受けた。 
 
（２）血液分析 
実験期間終了時に、心臓から採血を行った。血液から血清を分離し、酸化ストレスに関連す
る指標として Reactive Oxygen Metabolites （ROM）、抗酸化度に関する指標として（OXY 吸着）
を定量した。 
 
（３）歯周組織の組織定量分析 
 実験期間終了後、ラットを麻酔下で屠殺し、下顎右側顎骨を摘出した。掻爬して、１％水性
メチレンブルーで 5分間染色した。 デジタル写真を撮影し、第１大臼歯のセメント・エナメル
境から歯槽骨頂までの距離を、画像分析器（Image J、NIH、Bethesda、MD、USA）を用いて測定
した。 
 
（４）歯周組織中の酸化ストレスの評価 
 実験終了時に歯肉の Biopsy を行い、ホモジネートした後、ELISA 法を用いて
8-hydroxydeoxyguanosine （8-OHdG）を定量した。 
 
（５）RT－PCR 
凍結細胞破砕機（Ｍｉｃｒｏｔｅｃ Ｃｏ．、千葉、日本）を用いて上顎左側臼歯部の歯肉サ
ンプルをホモジナイズして、RT-PCR を行った。分析では、酸化ストレスと抗酸化に関わる遺伝
子群の変化に注目し、対照群と 1.36%コーヒー粉末配合食摂取群との比較を行った。 
 
（６）統計分析 
一元配置分散分析と Tukey 法を用いた。 
 
４．研究成果 
 対照群の血清の酸化ストレス度は、ベースライン群より有意に高かった（P = 0.023）。 また、
0.62％コーヒー粉末配合食摂取群と 1.36％コーヒー粉末配合食摂取群の血清の酸化ストレス
度は、対照群よりも低かったが、有意差は認めなかった 一方、1.36％コーヒー粉末配合食摂取
群の血清の抗酸化度は、ベースライン群、コントロール群、0.62％コーヒー粉末配合食摂取群
よりも有意に高かった（それぞれ P = 0.001、0.005、0.005）。 
 対照群の歯周組織における 8-OHdG 陽性細胞の割合は、ベースライン群よりも有意に高かった（P 
<0.001）。 また、1.36％コーヒー粉末配合食摂取群の歯肉組織における 8-OHdG 陽性細胞の割合
は、対照群および 0.62％コーヒー粉末配合食摂取群よりも有意に低かった（それぞれ P = 0.001 およ
び 0.018）。 
 対照群におけるセメント・エナメル鏡から歯槽骨頂までの距離は、ベースライン群よりも有意に大きか



った（P <0.001）。 また、1.36％コーヒー粉末配合食摂取群におけるセメント・エナメル鏡から歯槽骨
頂までの距離は、対照群よりも有意に低かった（P = 0.001）。 
 ＲＴ－PCR において、1.36％コーヒー粉末配合食摂取群では、対照群と比較して、3 つの遺伝子
（Glutamate cysteine ligase modifier subuniｔ、Ferritin、Hypoxanthine phosphoribosyltransferase 1）が 2
倍を超える発現の増加を示した。 
 
 急速な高齢化が進んでいる我が国では、高齢者の人達の肉体的・精神的健康を維持し、個人と
しても社会においても生産的な老後を送ること（productive aging）を可能にすることが、喫
緊の課題である。口腔の抗加齢を目的とした本研究は、productive aging な社会を形成するた
めに必須であり、そこに本研究の意義がある。 
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